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白戸美穂
東京女子医科大学
八千代医療センター消化器内科 助教
略歴
195 年東京女子医科大学卒業
東京女子医科大学消化器病センター 内科入局臨床研修医
197 年国立横浜病院(現 国立病院機構横浜医療センター)消化器内科 出向
198 年至誠会第二病院消化器内科出向
日本内科学会認定内科医
19 年東京女子医科大学消化器病センター帰局助手
20 年日本消化器内視鏡学会専門医
201 年国立高崎病院(現 国立病院機構高崎総合医療センター)消化器内科 医員
203 年国立高崎病院(現国立病院機構高崎総合医療センター)消化器内科 医長
205 年日本内科学会総合内科専門医
206 年東京女子医科大学消化器病センター内科帰局
日本消化器病学会 専門医
207 年東京女子医科大学八千代医療センター消化器内科助教
208 年日本肝臓学会専門医
今回夫とともに公開討論会「女性医師のリアルなライフスタイル~女前なロールモデ、ルを探そう! J 
にお声をかけていただきました。正直なところ「私でいいのか? ! J という思いもあります。世の中に
は仕事と家庭をしっかり両立されている女性医師はたくさんいらっしゃいます。私は目先のことをこな
すのにいっぱいいっぱいな、かなりレベルの低い女性医師です。そんな私に白羽の矢が当たったのは、
3 人の子育てをしつつ常勤(いまは時短勤務ですが)で働き続けられている恵まれた現状を皆さんにお
伝えするためでしょう。
通常の生活で仕事と家庭の両立に保育所の確保や家族の協力・上司や同僚の理解が必要であることは
当然ですが、働く女性医師にとって一番の悩みは「子供が病気の時にどうするか」ではないでしょうか?
保育所から子供の体調不良の連絡があった際、我が家の場合夫と同じ病院・診療科であるため仕事のや
りくりが可能で、患者さんへあまり迷惑をかけずに早退して迎えに行くことができます。また職員保育
所であるため仕事への理解があり、佐事が一段落するまで快く待っていてもらえます。子供が病欠する
場合は隣家が夫の実家であり、日中子供を見てもらうことが可能です(義母は小児科医で、す)。
自分一人ですべて背負い込むと息切れをしてしまいます。周囲のサポートを最大限利用すれば何とかな
ることが多いと思います。私の経験や普段の生活が若い先生方のお役にたてば何よりです。
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